□—スターの使い かた （自動調理) 


《国国ヒーターとの同時使用はできません。 



• □ースターを使用ずるときは、必ず受皿に水を約200 mL 入れてくださし、。 


© 受皿-焼網をセツトし、本体に組込む。 

参□ースターに焼網-受皿をセツトし、水を約2日日 mL 入れて材料をのせます。 
参□ースタードアは□ックするまで押し込んで確実に閉めてください。 

©電源を入れる。 

電源スイッチを「入」にします。 



<ごを意> 

• □ースタードアは 
□ックするまで押 
し込んで、確実に 
閉めて < ださい。 

•連続してご使用に 
なる場合は、必ず 
受皿の';ちれをされ 
いにしてから行い、3分じ(上間隔をおいてください。 
(自動調理を正しく動作させるためです） 

※高温のためやけどにミ主意する。 

•調理途中で□ースタードアを開けないでください。 
上手に調理でさません。 

•長時間□ースターを使用すると□ースタードアの 
とつての下側び熱くなるのでごミ主意ください。 
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操作のしかた（自動調理) 


メニュ - 
選択 


C 就な 


を巧してメニュ ー 

を選ぶ (丸焼き/切身•ひもの） 


>切身伽 


ま動 • 


メ^—スタート 

をあの 



•材料に合わせてメニュー選択キーを巧してください。 
•メニュー選択キーを巧ずごとに切り換ります。 

※メニュー選択後、約3分む内にスタート/切キーを 
巧さないと自動的に解除されます。 


2 


睛か崎 を巧して好みの 
焼きかげんを選ぶ 



11 * 1 〔焼討、げん] 


i $ i [焼きかげん j 


fi $ • 幢麵 一 


参メニュー選択キーで自動調理を選択すると焼さか 
ばんは「中」に設定されます。 

•焼きかばんキーを巧すごとに切り換りまず。 

※メニューおよび焼さかばん選択後、約3分む内にス 
タート/切キーを巧さないと自動的に解除されます。 


3 


スタート 

m 


を巧ず 



•スタート/切キーが点'打し、自動調理がスタートし 
ます。 

•調理が終了ずるとメ□ディーが鳴り自動的に通電 
を停止します。調理物を取り出しまず。 

□ 調理物を入れたままにしておくと余熱で焦げすざ 
ることびあります。 

□調理び終了すると焼さかげんランプび点滅し、高 
温を意を表示します。 

□調理中は、メニューおよび焼さかげんの変更はで 
さません。 

□ 途中で調理を終了させたい場合は、スタート/切キー 
を押して終了してください。 


A 使用後は電源スイッチを 
「切」にずる 


♦電源を切ってち、□ースター内の温度が高温の場合、 
約2分間高温を意表示を続けまず。 


■ □1スタ—の使いかた(自動調理} 
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白ースター 

自動 p 理例と加熱時間の目ま 


自動調理のこつ 


•魚を調理する場合は、尾などの薄い部分び焦げやすいので、焼さ網の手前側に尾を向 
けて < ださい。 

•焼網にサラダ油などを塗っておくと調理物び焼網に付着しにくく、取り出しやすくな 
ります。 

•焦げめのつさ具合は魚の種類や大ささ、脂ののり具合、魚の温度、塩のふり加減によっ 
て違います。お好みにより焼をかげんキーで調節してください。 

•焼さび足りなかったとさは、様子を見なびら手動調理でさらに焼いてください。 

に8ぺージ） 

•生魚（さんまやあじなど）は、焼さ色びつさにくいので、調理する約1日〜2日分前に塩 
をふっておさます。 

•冷凍してある魚は、よく解凍してから焼いてください。魚の内部び冷たいため、中ま 
で火び通りにくく焼さ不足になります。 



※調理物びヒーターにつくと発火する恐れびあります。調理物びヒーターにつかないよ 
うごミ主意ください。 


• 使い始めは受皿の滑りをよくするための油び加熱によって煙やにおいとなって出るこ 
お知らせ とびありますびご使用にとちない出なくなります。 

•調理直後に□ースタードアを引さ出すと、煙び前面から出ます。特に油分の多い魚な 
どを焼いたあとは、3日秒程度待ってから引き出してください。 

• 調理中はヒーターびついたり消えたりしますび、温度調節しているためで故障ではあ 
りません。 


お願い 


-□ースター使用時は必ず換気扇を使用してください。 

(調理中、吸•排気カバーから煙び出ます。） 

• 焼網をセツトするとさは焼網の支え部を□ースター 



※のせる向さを逆にすると、本体に取り付けられません。 


•魚を少量焼く場合は焦げやすいので、下ヒーター 
の真上をさけて置いてください。 

•複数の食品を焼くとさは種類、大ささ、厚さをそ 
ろえて < ださい。 

ルさいものや火の通りやすいものは、焼さすぎに 
なります。 

•受皿に水!;1外のちの（例えばアルミホイル-クッ 
キングペーパー.グ U ル石など）を入れて使用し 
ないでください。（油び過熱され、燃えることびあ 
0ます） 
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自動 

調理例 

加熱時間の目安 

調理 

メニュー 

焼さ 
かばん 

数 

目ち時間 

1 尾(切）あたり 
の大きさ 

丸焼き 

海魚さんま 1 〜 4 尾 
あじ 1 〜 4 尾 
いわし 
真角周 

生にしん 

川魚あゆ 

にじます 

DDDD 
□ □□ 

□ 

!□ 

□17 D 18 D 

□ □□28 cm 
□180 g 

□ 

4 D 

□19 D 20 D 

DDDDDD 

□ 

!□ 

□17 D 18 D 

Q Q Q 23 cm 
□180 g 

□ 

4 D 

□19 D 20 D 

□ □□凹 

□ 

!□ 

□19 D 20 D 

□ 230 g 

切身 

切身結の切身 
さばの切身 

□ □□凹 

□ 

4 D 

□12 D 14 D 

□ 80 g 

ひ屯の 

ひちのあじの開さ 
さんまの開さ 







ほっけの開さ 

DDDDD 

□ 

2 D 

□10 D 12 D 

□lOOg 


かれいの一夜干し 







□□□□□回 


材料 


360 kcal ( i 尾分） 


□ □ 田の □ iflOgD D D 1111111111111 iin 牛 ! 

□ 11111111111111111111111111111111 ii n □ 


① さんまは、サツと洗って水気をふさ取り、全体に塩をふ 
り、そのまま約]日分おさ、水気をふさ取る。 

② 焼網の上にのせ、自動の r 丸焼を」 を選択し、焼さ上げる。 


の 


とくち分ち- 

な □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□□□□10 D 20□□□□□□□□□□□問 
な □□□□□□□□□□□ 800100犯 □ □ 4[] □ □ □ □ 

□ □□!□□□□□□□□□□□□!□ 2D □ 

な□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

DDDDDDDDDDDDDD 

な□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□問 

□ □□□□□□□□□□□□回 



材料 


DDDDD 


100 kcal ( i 枚分） 


□ □□□□□!□□ BOgDDD HI 1111111 の 


①塩結を焼網の上にのせ、自動の r 切身•ひもの」 を選択し、 
焼さ上げる。 


ゆ 


と < ち^ち 


な□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 □ 

DDDDDDDDDDDDDD 

な□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 □ 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□凹 



■自動 調理例と加熱時間の目安 
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□—スターの使いかた(手動調取 


※国国調理タイマーは使用できません。 《 I 酉ヒーターとの同時使用はできません。 



• □ースターを使用ずるときは、必ず受皿に水を約200 mL 入れてくださし、。 


© 受皿-焼網をセツトし、本体に組込む。 

参□ースターに焼網-受皿をセツトし、水を約2日日 mL 入れて材料をのせます。 
参□ースタードアは□ックするまで押し込んで確実に閉めてください。 



©電源を入れる。 

電源スイッチを「入」にします。 
電源ランプび点打します。 


乂力の目安 


i ? * 1 ?きかげ^ 

>、 A A 

' — 1200 W 

' - 900 W 相当 

- 目00 W 相当 


のを意> 

参□ースタードアは 
□ックするまで押 
し込んで、確実に 
閉めて < ださい。 

•連続してご使用に 
なる場合は、必ず 
受皿のミちれをされ 
し M こしてください。 

※高温のためやけどにミち意する。 

•長時間□ースターを使用すると□ースタードアの 
とつての下側び熱くなるのでごミ主意ください。 
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操作のしかた（手動調理) 



•メニュー 選択 キーを 巧すごとに切り換ります。 

《「手動」および焼きかばん選択後、約3分 L ソ内にス 
タート/切キーを巧さないと自動的に解除されます。 


ク 


睽か崎 を巧して好みの 
焼をかげんを選ぶ 



s ミ •輕麵 


11 * i (焼きかげん] 


農；* [焼きかげん j 


参メニュー選択キーで手動調理を選択すると焼さか 
ばんは「強」に設定されまず。 

•焼きかばんキーを巧ずごとに切り換りまず。 

《「手動」および焼きかばん選択後、約3分 LU 内にス 
タート/切キーを巧さないと自動的に解除されます。 


3 


スタート 

m 


を巧ず (調理開始) 

ま動 ♦ 



•スタート/切キーが点なし、手動調理がスタートし 
ます。 

□ 調理中に焼さかげんキーで火力を調節でさます。 


4 調理び終わった目 

「スタ-卜1を J 田ず 


スタート 

の 



cSTK 


•途中で焼け具合をみて調理を終了してください。 
•スタート/切キーが消なし、手動調理が終了しまず。 

※□ースターを切り忘れた場合は切り忘れ防止機能 
び働さ、通電開始から約3日分後に自動的に停止し 
ます。 


^使用後は電源スイッチを 
W け刀」にずる 


♦電源を切ってち、□ースター内の温度が高温の場合、 
約2分間高温を意表示を続けまず。 


■ □ I スタ I の使いかた(手動調理} 
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tl — スター 

手動 11 理例 


"こんな魚のとをは" 


厚みのある魚は 

DDDDDDDDDDD 

□ □ □ 4邮 □□□□□□ 

□ □ □ 



加熱すると 
そるちのは 

□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□ 
DDDDDDDDDDD 
□ □ □ 



川魚は 

DDDDDDDDDDD 

□□□□□□□□□□□□ 




DDDDDDD 

ネオ料に人分） _ 560 kcal ( i 枚分） 

□のの日 lOOgDDDD . の 

□ □□日 .□□□ 4 

□ □日 . DDD 4 


□□□□□□□□□ 

柯料に人分）_ 90 kcal ( i 人分) 

□ □□□□□□□□ 11111111111111111111 iin 

DDDnniiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiMin □ 



①焼きかげん 「強」 で目〜1日分焼く。 



① ぶりは、しよラゆとみりんを混ぜたたれに3日分ほどつ 
けてお<。 

② 焼網の上にのせ、焼きかげん 「強」 で12〜14分焼く。 


® とくち^ち- 

な□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 □□ 

DDDDDDDDD 

な□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 □□ 

DDDDDDDDDDDD 
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DDDD 


材料に人分) 


20 kcal ( i 人分） 


□ □ 11111111111111111111111111111111 i]2n 

DDD m 1111111111111111111111111111 i n □ 
nnnnnnnniiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiin □ 


① なすは、びくの分かれたところにぐるりと切れ目を入 
れる。 

② 表面にヴラタ油をめり、焼網の上にのせ、焼きかげん 「強」 
で14〜16分焼く。 

③ ;令水にとり皮をむさ、食べやすい大ささに切り、器に 
盛りつけて、しょうびじょうゆを添える。 




□ □□ 

ネオホ斗 （2 人分）_1 SOkcal (たれ焼き1本分） 

□ □日 . の 


□ □ 


〇 


] □□□□□□□□の □ 


□□□日 . 

. □ 日 □ Vi. 

□ □日 . 

.DDD M 

□ □. 

.□□□ の 3 

□ □□日 . 

.DDD 1 


① 塩焼さの場合は、全体に軽く塩をふっておく。 

たれ焼さの場合は、合わせた®の中に30分〜]時間つ 
け込んでお<。 

② 焼さ鳥を焼網の上にのせ、焼さかげん 「強」 で] 7〜] 9 
分焼<。 


ゆ 


とくち^ち- 

な□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

DDDDDDDDD 


C □□□□□□□□□ ) 

ネオ料に人分）_1 SOkcal (1 枚分） 

□ □□□□□ niiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiimin 


①焼きかげん 「強」 で14〜1目分焼く。 


龜 


—□—スター 手動調理例 
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お手入れ 


ご使用のたびにお手入れしてください。 

トッププレート、プレートワク、操作部はちれを放置したり、ちれたまま使うとこびりついてとれにくくなります。 


A ミ主意 

必ず電源を切り、本体が十分に冷えたことを確かめてか6行ってください。 


•ベンジン、シンナー、みびさ粉は絶対に使用しないでください。 
•吸-排気カバーに水び入らないよう、ご注意ください。 



e 操作パネル 


天ぷ5鍋（付属品) 


1 薄めた台所用洗剤冲性）とお湯で洗う。 

•たわしやみびき粉（クレンヴー）は使用しないでください。 


2 鍋底や外側の異物やちれをとる。 

•ちれびこびりついたまま使ラと、油温を正しくコント□ールでさないことびあります。 

また、揚げ物鍋そり検知機能び働さ、通電を停止することびあります。 

3 洗い終わった5水気を切り、乾いた5内側に軽く食用油をめります。 

•洗ったままにしておくと鐘びる場合びあります。 

※使用した油は別の容器に移して保管します。 

※天ぷら鍋に同捆の説明書をよく読んでご使用ください。 

•鍋底びそってさたり、変形した場合は使用しないでください。お買い上げの販売店にご相談ください。 
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任 吸 • お F ヌ1カノ、一 ^ ZD 任 操作パネル ) 


■本体 か!5吸•排気カバーを外し、薄め 
た台所用洗剤冲性）とスポンジで洗う。 

•たねしやみびさ粉は使わないでください。 

参お手入れ後は、水気をふさとり必ず本体にセット 
して < ださい。 

•汚れて目詰まりしたまま使うと、通電び停止したり、 
□ースター使用中に□ースタードアから煙びちれ 
たりする場合びあります。 


■やわ! 5かい巧でふく。 

•巧れびひどいときは台所用洗剤仲性）を布に直接 
つけてふさとり、もラー度絞ったふさん、乾いた 
ふさんの順でふさとってください。 

•水にめらさないでください。 

故障の原因になります。 


を トッププ レー ト _; 

■絞った ふきんでよくふきとり、その後乾いたふきんでか!5ぶきずる。 

•煮こぼれなどは、そのままにしておくとこびりついて取れ 
なくなります。ご使用のたび、こまめにお手入れしてくだ 
さし、 

故障の原因になります。 



■巧れ のひどいときは台所用洗剤（中性）を巧に直接つけてふきとり、もう一度絞つ 
たふきん、乾いたふきんの順でふいてください。 

※酸性. アルカ U 性の強い洗剤（漂白剤、住宅用合成洗剤な A 
ど）は使わないでください。（変色の原因になります。） J 

•落ちにくいミちれは、冷えてからトッププレート専用ク U — 

ナーやクリームクレンヴーを丸めたラップにつけてふいて 



<ださい。 


《ドライバーなど先の鋭いものや目の粗いみがき粉は、ガラ 


ス面を傷つけるので使わないでください。 


X 



煮こぼれがこびりついてしまったとをは 


•市販のセラ S ック用スクレーバー等で煮こぼれの 
部分だけを軽く削り落とし、その後よくふさとつ 
てください。矢印方向にだけ動かしてください。 
トッププレートに傷びつさます。 



※セラミックガラストップクリーナーなどをお使い 
になるとちれがよくとれますが、あまり強くこす 
ると表面の印刷まで一緒に磨耗する場合がありま 
すので、ご注意ください。 




別売品 


トッププレート専用クリーナー 

•トッププレートの巧れをおとし、光沢をだし、ふき 
こぼれによる巧れや焦げ付さを抑えます。 

《 トッププレートのワクの部分及び排気カバーを磨き 
まずと、表面を傷めまずので使用しないでください。 

品 名：ガラスク U —ナー 

形 式： HT - K ] 

希望小売価格：]，400円（税別） 

2日03年12月現在 


^お買上げの販売店にご相談ください。 











































お手入れ（つづを) 


〇 □ースター 

□ースタードア-受皿の取り外し、取り付けかた 


取り外しかた 


1 とってを両手でしっかり持ちゆっくり止まる 
まで引き出し、斜め上に持ち上げなが5外し 
て < ださい。 

※受皿内の水や油がこぼれないよう注意してくださし、。 



2 受皿にのっている焼網を外してくださし、。 



□ □ 


3 とっての下側に手を回し、□ースタード 
アバネを巧し下げます。 



※□ースタードアバネを押さえずに無理に外すと□一 
スタードアび破損したり、変形することびあります。 

4 □ースタードアを受皿側に倒すようにす 
ると、受皿に付いている左ち2ヶのツメ 
が外れます。 



取り付けかた 


1 受皿に付いている左ち2ヶのツメを□一 
スタードアの角穴部に斜め下より差し込 
んで < ださい。 



2 □—スタードアを手でささえ、受皿を図 
のように下ばてください。 

※カチッと音がして受皿が固定されます。 



3 焼網をのせてください。 

※のせる向きを逆にずると、本体に取り付け S れません。 



4 斜め上か 5 はめ込み、□ックするまで 
ゆっくり巧してください。 
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□ ースタードア • 受皿のお手入れ 


■薄めた 台所用洗剤冲性）とスポンジで洗ってください。 


※たねし-みがき粉は使用しないでください。食器洗 
い乾燥機や食器乾燥器は使用しないください。（表面 
を傷つけます） 


消耗部品 


品 名：ガラスカバー 

形式： HT -33 WB 03己 
希望小売価格：已日日円（税別） 2日03年12月現在 

お買い上げの販売店にご相談ください。 


DDDDDD 


DDDDDDD 



□ □ 


焼網のお手入れ 

■薄めた 台所用洗剤（中性）とスポンジで洗ってください。 

※焼網のフッ素コートを傷めないでください。 

•金属製のたねし-スポンジのナイ□ン面でこすらな 
いでください。フッ素コートに傷び付いたりはびれ 
たりすることびあります。 

•ご使用のたびにお手入れしてください。 

ミちれびこびりつくと調理物び取りにくくなることび 
あ0ます。 

•焼網は消耗品です。フッ素びいたんだ場合はお買い 
上げの販売店でお買い求めください。 （1 日ページ） 



庫内のお手入れ 

■受 皿を取り出し、庫内の油巧れをふきとりまず。 

※絞ったふきんで軽く拭き取ってください。 

強くふをまずと塗装が傷むことがありますのでご注意ください。 



■お 手入れ 

つ 
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こんなとをは 


故障かなと思った6、次のことをお調べください。 


通雷しなし、0 •ブレーカーが切れていませんか。 

^ ブレーカーを入れてください。 

•プラグが専用コンセントに正しく差し込まれていまずか。 

•電源スイッチが「切」になっていませんか。 

►電源 スイッチを「入」にしてください。 

•ダイヤルを押したあとダイヤルを回しましたか。 

►安全の ためダイヤルは押して出しただけでは通電しません。 

•ダイヤルが出ていて、乂力表示ランプが消なしていませんか。 

►一度 ダイヤルを押し込んで、再度押し出してからダイヤルを回してくだ 
さい。 

►電源 スイツチを「入」にして電源ランプび点灯したことを確認してからダ 
イヤルを押してください。 


庄囲 ヒーターの 乂力が 
弱ぐなる。 


•妙め物調理などを行うと、鍋底温度が上がり、自動的に乂力をコ 
ント□ールずる場合がありまず。温度が下がると自動的に乂力が 
強くなるので、そのままご使用ください。 

•鍋底の材質（磁石のつきが弱い鍋、磁石のつかない鍋、アル5に 
磁性体を貼付けた鍋）によって乂力が弱くなる場合がありまずが、 
故障ではありません。 （12 ページ参照） 


由迅 ヒーターの 乂力表 
示ランプが1ヶづつ順 
送りに点：！:了し、約 30 秒 
後に消：！:了した。 

(小物検知機能） 

(鍋無し自動停止機能） 


とろ乂 

弱弱乂強 

中乂 

強乂 

150 

160170 

180 

200 


♦ 


とろ乂 

弱 弱乂強 

中乂 

強乂 

150 

160170 

180 

200 


♦ 


とろ乂 

弱 弱乂強 

中乂 

強乂 

150 

160170 

180 

200 


火力表示ランプび順送りに点巧 


•鍋を国菌ヒーターの中央にのせていまずか。 

•国国ヒーターに適した鍋を使用していまずか。 （12 ぺージ参照) 
•使用中に鍋を外していませんか。 

•使用中に鍋を大きくず5していませんか。 


m ヒーターの 高温注 
意ランプわ I な減ずる。 


•調理後、トッププレート表面 
の温度が約 scrciu 下になる 
まで高温注意ランプが点滅し 
まずが故障ではありません。 
(10 ページ参照） 



トッププレートの高温を意ランプ 


% 


使用達中にヒーターの 
通電が停止した。 

(切り忘れ防止機能） 

•切り忘れ防止機能が働いていまず。 

各ヒーターに一定時間経過ずると自動的に通電を停止ずる切り忘 
れ防止機能が設け5れていまず。 

► 国国ヒーターは操作後約 4 已分後 
k □ースター（手動調理）は約 30 分後 

切り忘れ防止機能が働いた時はメ □ ディーでお知5せしまず。 

もう一度、ヒーター r 入」操作より始めてください。 

使用途中に停電になった。 

•通電中のヒーターは停止し、国国調理タイマーら取り消されまず。 
•電源スイッチを「切」にし、もう一度操作を初めか5行ってくだ 
さい。（電源スイッチ r 入」か5始めてください） 

•瞬時の停電でら停止しまず。 

| IH | ヒーターでの調理 
に時間がかかる。 

調理のでさあがりが遅い。 

•鍋底に異物が付着していたり、トッププレートが巧れていません 
わ、。 

►鍋 やトッププレートのお手入れをしてご使用ください。 

• 国国ヒーターに適した鍋を使用していまずか。 （12 ページ参照） 

►置 留ヒーターに適した鍋を使用してください。 

| IH | ヒーター使用中に 
鍋か! 5 音がずる。 

•鍋底が薄い鍋や多層鍋、ホー□一の密着が良くない鉄ホー□一な 
ど、鍋の種類によって、音（ジー音）が発生ずる場合がありまず。 
これは磁力線により鍋自体が振動ずるためで、異常ではありませ 

鍋の位置をずらしたり、置さ直したりすると音び止まることびあります。 

電源スイッチを「切」に 
しても音がずる。 

♦本体内部の冷却のために、ファンが最大約2分間回っていまず。 
異常ではありません。自動的にファンは止まりまず。 

ダイヤルで設定乂力を 
変えたときにブザーが鳴 

5 ないところがある 

•とろ乂、弱乂、中乂、強乂の乂力目安の切り換わり時にのみ鳴り 
まず。弱乂（弱）と弱乂（強）で乂力を変えてもブザーは鳴りません。 


画 こんなとさは 
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こんなとをは（つづを) 


次の表示がでたと 


本体に故障や異常び発生したとさは、ブヴーを鳴らしてヒーターの通電を停止し、タイマー表示 
に エラー 表示し、火力表示ランプまたは焼さかげんランプを点滅してお知らせします。 


表示例 

が 態 

処置および調べるところ 

广ご 1 
しし 1 

画 □ □□□□□回 
DDDDDDDDDD 
□ □ □ 

•空ださになっています。 

•炒めちの調理を行な 5 と表示 
する場合びあります。 

^ •鍋に調理物を入れてください。 

^ •火力を下げて使用してくださ 

戸ぃ。 

こみ? 

DDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDD 

DDDDDDDD 

•付属の天ぷら鍋の底に約 

2 mm じ(上のそりびあったり 
変形している。 

•付属の天ぷら鍋の底やトップ 
プレートに異物やミちれび付着 
している。 

•付属の天ぷら鍋(外の鍋を使 
用している。 

^ 参そりや変形びある場合は新し 
m い鍋をご用意ください。 

^ •異物やミちれの場合は、お手入 
m れをして<ださい。 

^ 巧 2 ぺ-ジ参照） 

^ •付属の天ぷら鍋を使用してく 
m ださい。 

こら;‘ 

Mu □□□□□回 
DDDDDDDDDD 
□ □ □ 

•吸•排気カバーにほこりびた 
まっている。 

•吸•排気カバーびふさがれて 
いる。 

^ •ほこりをふさとって<ださい。 
m (33 ぺージ参照） 

^ •吸•排気カバーをふさびない 
m でくださぃ。 

DDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDD 
□ □ □ 

し|二い—1 

n C 1 

Mu □□□□□回 
DDDDDDDDDD 
□ □ □ 

•鍋の種類び違っています。 

^ •鍋の種類を確認してください。 
m (12 ぺージ参照） 

r n 1 

し u 1 

广の二1 
し u 

DDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDD 
□ □ □ 

•受皿に水び入っていません。 
•途中で水びなくなった。 

•連続して魚を焼いた場合。 

•受皿に水を入れてください。 

•焼さ具合を確認し、焼さび足 
^ りないときは、受皿に水（約 
^ 2 日日 ml ) を入れて手動で焼 

いて < ださい。 

r c j 

し u 1 

D D D D D 

•電源電圧び異常です。 

^ •お買い上げの販売店に 
m ご連絡ください。 


表示が出たとさは ••• 

① 表示び出たとさは、ダイヤルまたは□ースターのスタート/切キーを押してください。表示び解除され消巧します。 

② 再度通電を行ない、同じエラー表示び出たら、お買い上げの販売店または、工事店にご連絡ください。 

③ その他のエラー表示（例えば み？ r み? S 、 H み3 、 HO r HO 5 など）び表示した 

場合ちお買い上げの販売店または、工事店にご連絡ください。 
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保証書は、必ず「お買い上げ日•販売店名」など 
の記入をお確かめのラえ、販売店から受け取つ 
ていたださ、内容をよくお読みのあと、大切に 
保存してください。 


■補修用性能部品の保有期間 

当社はこの國テーブルの補修用性能部品を、 
製造打ち切り後6年保有しています。 

•補修用性能部品とは、その商品の機能を維持 
するために必要な部品です。 

■ ご不明な点や修理に関ずるご相談は 

修理に関するご相談並びにご不明な点は、お買 
い上げの販売店または別紙「ご相談窓□一覧表」 
の窓□にお問い合わせください。 


■修理料金の仕組み 

修理料金=技術料+部品代+出張料 


技術料 

故障した製品を正常に修復するための料金で 
す。技術者の人件費、技術教育費、測定機器 
等設備費、一般管理費等び含まれています。 

部品代 

修理に使用した部品代金です。その他修理に 
付帯する部材等を含む場合わあります。 

出張料 

製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費 
用です。別途駐車料金をいただく場合びあり 
ます。 


「こんなときは」 （36 ぺージ）に従って調べてい 
ただき、なお異常のあるとさはご使用を中止し、 
プラグを抜いて、お買い上げの販売店に修理を 
ご依頼ください。 

修理に際しましては保証書をご提示ください。 
保証書の規定に従って、販売店び修理させて 
いたださます。 


【ご連絡していただきたい内容】 


品 名 

曰立！！ テーブル 

型 式 

MHR -100 E 

お買い上げ曰 

年月 曰 

故障の状況 

でさるだけ具体的に 

ご住所 

付近の目印等ち併せてお知らせください 

お名前 


電話番号 


訪問ご希望曰 



•保証期間が過ざているときは 

修理すれば使用でさる場合は、ご希望により 
修理させていたださす。 

■ご転居されるときは 

ご転居によりお買い上げの販売店のアフター 
サービスび受けられない場合は、前もって販 
売店にご相談ください。 



電 源 

AC 1 日日 V (已日-6日 Hz 共用） 



1，400 W 

消費電力 

M ヒーター 

1，4 日日 W ( 1 日 OW 相当〜1，4 日日 W 已 段階火力調節） 

□ースター 

1，2 日日 W (6 日日 W 相当〜1，2 日日 W 3段階火力調節） 

待機時電力 

履源スイッチ「切」の状態） 

コードの長さ 

2.0 mm 2 平形コード 2.0 m 

プラグ 

125 V -15 A 

大ささ 

本 体 

巾畐己90奥 f 亏已03高さ ISO 〔 mm ] 

□ースター 

幅24日奥行3已4高さ1日8 〔 mm ] 

質量運さ） 

約 16 kg 


保言正とアフターヴービス (必ずお読みくださし、) 

■保証書（別添） ■修理を依頼されるときは IDDDD I 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


D 

D 

D 

D 


D 

D 


D 

S 品 

D D D 
□ □□ 
□ H □ 
D D D 
D D D 
D D D 

参 


■こんなと さは/仕様/保証とアフタ—ヴ—ビス 
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愛情点お 


★長年ご使巧の [ Mi テーブルの点検を y 


巧 


ご巧用の媛 
このようなこ 
とはありませ 
んか。 


•スイッチを入れでをヒーターび巧曲しな 
し1とさがをる。 

•こげ<ごい興いびした D 、 巧おやに吳巧 
なをげする a 

善 S 曲的にヒーターが切れるときがある。 
>その他の It # や成》びをる。 


♦ぶテーフ / K 0« 修用な巧巧なのな祝冉■は. 
巧ち 切0化 S 巧です， 



0 株式を tt 日立ホームテック #日立ホーム&ライフソリユーシヨン株式会社 

干10日一 M 10 巧ぶ沼区西巧巧 2—1 日一12電な{の)350さ一2パ1 









